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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月12日(2012.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁に取り付けられた固定具に固定可能な画像表示装置であって、
　画像表示パネルと、
　該画像表示パネルを収容する筐体と、
　前記筐体の背面壁と画像表示パネルの背部との間に介在するスペーサと、
　筐体の背面壁とスペーサとを貫通して前記画像表示パネルの背部に捻じ込まれるネジ部
材を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記固定具に連結されるべき連結部材を更に具え、
　該連結部材の少なくとも一部が筐体の背面壁と画像表示パネルの背部との間に介在し、
　前記ネジ部材が、前記筐体の背面壁、連結部材、及びスペーサを貫通して画像表示パネ
ルの背部に捻じ込まれている請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記スペーサは、前記連結部材に形成された隆起部である請求項２に記載の画像表示装
置。
【請求項４】
　前記隆起部は、前記連結部材の一部を屈曲させることによって形成されている請求項３
に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　壁に取り付けられた固定具に対し固定可能な画像表示装置であって、
　画像表示パネルと、
　該画像表示パネルを収容する筐体と、
　該筐体の内部であって前記画像表示パネルの背部に設けられた連結部材と、
　該連結部材に設けられ、前記固定具に該画像表示装置を固定するためのボルトをねじ込
むための雌ネジ部と、
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　前記筐体の背面壁に設けられ、前記ボルトを貫通させるための貫通孔を備えることを特
徴とする画像表示装置。
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